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三重県交通安全研修センターだより 

第 ６７ 号 ／ 令和３年１２月発行 

～知っていますか？冬道走行に潜む危険～ 

◆積雪、凍結路で冬用タイヤを装着していないと・・・ 

積雪又は凍結している道路においては、タ

イヤチェーン、スノータイヤ、その他の有効な

すべり止めの措置を講じないで自動車（二輪

の自動車を除く。）を運転しないこと。 

【罰 則】 ５万円以下の罰金 

積雪・凍結時を 

 

遵守事項が定められています。 

【反則金】 大型７千円、普通６千円 

自動二輪６千円、原付車５千円 

運転する運転者の 

 

第 16 条･第 5 号 

三重県道路交通法施行細則 

雪道や凍結路では、乾燥路に比べ何倍も滑りやすくなります！ 

時間や天気によっても、路面状況は変化するため、 のつく運転操作はスリップの原因に！ 

 

発  進・・・ゆっくり慎重に発進するのが基本！ 

ハンドル・・・カーブや車線変更など、ゆっくり 

慎重に操作しましょう！ 

ブレーキ・・・エンジンブレーキを使い、車間距離を 

十分にとりましょう！ 

雪道の危険ポイント！ 

スピードがでやすいため、

エンジンブレーキを活用

し、坂道のすれ違いは、上

りの車を優先しましょう。 

スピードの出し過ぎは

スリップのもと。カーブ

手前は減速し、急ハンド

ル急ブレーキは厳禁！ 

風が強く、突然雪が降っ

てくることも。 

また、トンネル内は凍結

しやすいので要注意！ 

いつも寒風にさらされ、

凍結しやすい場所。 

スピードを落として、 

注意しましょう。 

タイヤの溝の深さは５ﾐﾘ以上ありますか？ 

ゴムが堅いと溝があっても本来の性能を発揮できない！ 

スタッドレスタイヤは、必ず『４輪セット』で装着しましょう！ 

圧雪路や凍結路はこんなにも滑りやすい！ 

道路交通法第 71 条第 6 号 



幅の広いブーツなどに注意‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県交通安全研修センター 
セーフティプラザみえ 

◇ 開館時間  午前９：３０～午後４：３０  ☆ご利用には予約が必要です☆ 

 ◇ 休 館 日  土曜・日曜・祝日・年末年始（１２/２９～１/３） 

＜ 所在地 ＞ 津市垂水２５６６ 三重県運転免許センター４階 

 ＜ＴＥＬ＞ ０５９－２２４－７７２１  ＜ＦＡＸ＞ ０５９－２２４－７６４１ 

ホームページ http://www.safetyplaza-mie.com 

車のトラブルは、いつ起こるか分かりません。 

雪の中でも消えにくく、後続車に危険を知らせるために…。 

つけ方を知っておきましょう。 

～『そのまま』で危険が潜んでいませんか？～ 

両端のケースとキャップをにぎる B を上下反対に返して、Aに差し込む 

Bの白いキャップを抜く 

A をひねりながら B を抜く 

CとDをマッチのように擦り、 道路に置いて避難する 

いざという時のために、ブースター 

ケーブルも車に積んでおきましょう。 

発炎筒をつけられますか？ 

C D 

エアコンを使うことが多くなるため、充電が追い 

付かなくなり、バッテリーが上がりやすくなります。 

気温が低くなるので、バッテリー液の液温が下

がり、機能も低下します。 

バッテリー液量の少ないものを使用していると、

液そのものが凍結して破損につながることも。 

事故等でガソリンが漏れ出している 

場合は引火にご注意ください。 
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モコモコした上着に注意‼ 

C に着火させる 

◆厚みのある服の上から、シートベルトを装着する 

と、ベルトに緩みが生じて効果が発揮しきれない 

◆両方のペダルを同時に踏んでしまうなど、 

正しいペダル操作ができない危険があります。 

危険があります。 

 

厚着のままチャイルドシートに座ら 

 
せると、服の厚み分ハーネスが緩くなり、 

 
きちんと締まらない危険があります。 

 

冬ならではの事故を防ぐために！ 


